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1. はじめに 

インターネットの発達により，Web ニュース記事の質や

量と分類の方法が変化している[1][2]．そこで，本検討で

は，年代と共に記事の内容やカテゴリの分類基準がどのよ

うに変化しているのかを自動分類を用いて調査した． 

2. 実験方法 

本実験で対象とする文書データには，多様な記事が使

用されている（すなわち，個々の単語の出現頻度が小さ

い）ため単純に単語ベクトルを使用すると分類が困難であ

る．このため，まず，実験に使用する記事全体に潜在意味

解析（LSI）を実行し，関連した概念の集合を生成し，次元

圧縮を行う．つぎに，線形判別分析（LDA）を行い，分類を

容易にする．最後に, サポートベクターマシン（SVM）を用

いて教師有の分類を行う． 

実験には goo ニュース[2]から，2009 年と 2014 年の各

カテゴリ 300 記事，合計 10800 記事を使用した．また，

各々半数を学習用，テスト用に使用した． 

3. 実験結果と考察 

各々学習とテストの年代の組み合わせ全て（4 種類）に

ついて実験を行った．図 1と図 2に学習 2009年の分類結

果を示す．表 1 にはその際のカテゴリ番号と対応したカテ

ゴリ名を示す．まず， 図 1 と図 2 より，「エンタメ」と「スポー

ツ」は，同じ年での分類，異なる年での分類でも，共に安定

して高い分類結果となっていることが分かる．残りの組み合

わせでも同様であった．このことから，「エンタメ」と「スポー

ツ」は年代が経っても記事の性質，分類の性質，共に変化

していないと考えられる．また，この結果から，今回採用し

た上述の分類方法は信頼できると考えられる．つぎに，図

1に示した同じ年の分類では対角線上に多く分類されてい

る．つまり，分類結果と記事のカテゴリが一致しているもの

が多いということである．これに対し，図 2 の異なる年での

分類では結果にばらつきが出た．これらのことから，年代に

よって記事の性質または分類の性質が変化していると考え

られる．最後に，同じ年の分類でも，図 1のAに示すように，

特異的に他のカテゴリに誤分類されるものが見られた．こ

の原因は，2009年が日本がオリンピック招致を行った年で

あるため，「国際(～2010)/国際・科学(2011～)」の記事の

多くが「スポーツ」に誤分類されたことが考えられる． 

4. まとめ 

異なる年代の記事で自動分類を行い，Web ニュース記

事の性質と分類の性質の変化について調査した．その結

果，（1）年代によって「エンタメ」・「スポーツ」のように内容

(記事の性質)に変化が小さいカテゴリと「政治」・「ビジネス」

のように変化が大きいカテゴリがあること，（2）分類基準は

年代によって変化していること，が明らかとなった． 
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表 1． カテゴリ番号とカテゴリ名の対応表 

カテゴリ番号 カテゴリ名 

1 国際(～2010)/国際・科学(2011～) 

2 政治 

3 ビジネス(～2010)/経済(2011～) 

4 社会 

5 地域 

6 仕事術(2011～) 

7 ライフ(～2010)/生活術(2011～) 

8 トレンド(2011～) 

9 エンタメ 

10 スポーツ 
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図 1．学習 2009年_テスト 2009年の分類結果 
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図 2. 学習 2009年_テスト 2014年の分類結果 
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